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厳
し
い
寒
さ
が
緩
み
、
赤
ら

し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
皆

様
方
の
体
調
は
如
何
で
し
ょ
う

　

さ
て
、
国
内
に
お
い
て
は
長

引
く
景
気
低
迷
デ
フ
レ
が
続
き
、

リ
ス
ト
ラ
が
進
行
、
失
業
率
は

最
悪
水
準
、
株
安
に
よ
る
生
命

保
険
・
銀
行
等
の
金
融
機
関
の

危
機
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
為
、
政
府
は
「
聖
域
な
き
構

造
改
革
」
を
実
行
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
医
療
制
度
に
お
い
て
も
、

昨
年
４
月
に
診
療
報
酬
（
医
療
費
）

の
大
幅
な
改
悪
が
あ
り
ま
し
た
。

　

透
析
医
療
費
も
透
析
時
間
の
区

分
制
廃
止
や
外
来
透
析
患
者
の
食

事
保
険
適
用
外
、
「
慢
性
維
持
透
析

患
者
外
来
医
学
管
理
科
」
（
検
査
等

の
包
括
）
や
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー
料

金
の
引
き
下
げ
等
、
直
接
私
た
ち

患
者
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

㈹
全
国
腎
臓
病
協
議
会
（
全
腎

協
）
の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
透

析
時
間
が
一
本
化
さ
れ
た
の
を
受

け
、
患
者
の
病
態
に
合
わ
せ
て
、

透
析
時
間
が
決
め
ら
れ
て
い
た
の
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～
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Ｉ
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が
な
く
な
り
、
一
部
の
施
設
で
は

時
間
が
徐
々
に
縮
め
ら
れ
る
施
設

が
出
て
い
ま
す
。
長
時
間
透
析
は
、

患
者
の
合
併
症
の
抑
制
や
、
延
命

治
療
に
効
果
が
あ
る
事
は
、
透
析

医
学
会
の
定
説
で
あ
り
・
ま
す
。

　

又
、
透
析
患
者
に
と
っ
て
透
析

食
と
い
う
・
の
は
、
治
療
食
と
し
て

大
変
重
要
な
も
の
で
す
。
人
部
分

の
施
設
が
有
料
化
し
て
も
透
析
食

を
提
供
し
て
い
る
様
で
す
。
し
か

し
、
コ
ン
ビ
ニ
の
弁
当
や
、
業
者

の
弁
当
を
食
べ
て
い
る
方
も
い
ま

す
。
低
所
得
者
の
一
部
に
は
、
食

事
代
が
払
え
ず
、
食
事
中
は
ふ
と

ん
を
被
っ
て
い
る
方
も
見
受
け
ら

れ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
腎
協
は
、
透
析
時
問
区
分
制

廃
止
や
食
事
の
保
険
適
用
等
、
再

改
定
を
再
三
、
政
府
に
要
望
し
ま

し
た
が
、
聞
き
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
道
腎
協
も
再
三
、
会
員

の
抗
議
の
ハ
ガ
キ
や
電
報
等
、
運

動
し
ま
し
た
。

　

透
析
患
者
は
2
2
万
人
と
な
り
、

そ
の
医
療
費
は
約
一
兆
円
を
使

い
、
高
額
医
療
の
代
表
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
国
は
年
々
増
え

て
行
く
患
者
に
対
し
て
、
こ
れ

以
上
医
療
費
を
増
や
さ
な
い
様
、

一
人
当
た
り
の
医
療
費
単
価
を

下
げ
て
行
く
方
針
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
透
析
患
者
に
対
す
る

政
府
の
対
応
は
一
層
厳
し
く
な
っ

て
い
く
事
で
し
ょ
う
。
今
、
現

在
私
達
が
こ
の
様
に
医
療
費
無

料
で
透
析
治
療
を
受
け
て
い
ら

れ
る
の
は
、
過
去
に
於
い
て
先

輩
達
が
、
透
析
医
療
を
公
費
に
、

人
に
透
析
機
器
を
増
や
し
て
下

さ
い
と
、
透
析
に
入
る
前
の
体

調
の
悪
い
中
、
自
ら
の
命
を
削

り
、
活
動
し
て
戴
い
た
お
陰
な

　

一

の
で
す
。
透
析
医
療
に
対
す
る

環
境
の
中
、
今
こ
そ
、
す
べ
て
の

患
者
が
一
致
団
結
し
て
、
患
者
会

に
結
集
し
て
一
緒
に
、
医
療
・
福
一
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祉
制
度
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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小
泉
内
閣
は
、
党
の
内
外
や
、
患
者
会
を
始
め
、
各
界
か
ら
の
反

対
を
押
し
切
り
、
こ
の
４
月
か
ら
健
康
保
険
本
人
の
医
療
費
を
、
こ

れ
ま
で
の
２
割
か
ら
３
割
負
担
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
世
の
中

は
、
デ
フ
レ
不
況
に
陥
り
、
リ
ス
ト
ラ
や
倒
産
で
失
業
者
が
実
際
は

９
％
に
達
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
テ

レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
、
今
年
は
ボ
ー
ナ
ス
は
Ｏ
回
答
の
う
え
、
給
与
も

減
額
に
な
る
大
手
の
会
社
も
あ
り
、
社
員
は
「
こ
れ
で
は
ロ
ー
ン
も

払
え
な
い
」
と
悲
鳴
を
あ
げ
て
い

る
と
言
い
ま
す
。

　

追
い
打
ち
を
か
け
る
医
療
費
の

３
割
負
担
は
、
一
家
の
大
黒
柱
が

病
気
に
で
も
な
っ
た
ら
、
さ
ら
に

経
済
的
負
担
が
重
く
の
し
か
か
る

事
に
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
透
析
患
者
は
果
た
し
て

こ
れ
を
対
岸
の
火
事
と
傍
観
し
て
は
い
な
い
で
し
よ
う
か
。

　

北
海
道
で
は
平
成
1
3
年
1
0
月
か
ら
マ
ル
障
（
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
制
度
）
に
所
得
制
限
を
導
入
し
、
全
道
２
１
２
市
町
村
の

う
ち
、
１
２
４
の
市
町
村
が
同
時
に
導
入
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
透

析
患
者
本
人
、
ま
た
は
同
居
し
て
い
る
方
の
所
得
が
一
定
の
額
（
市

町
村
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
る
）
を
超
え
る
と
。
透
析
患
者
さ

ん
が
受
け
て
い
る
医
療
費
助
成
制
度
（
マ
ル
障
）
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
と
い
う
制
度
で
、
実
際
に
透
析
患
者
さ
ん
の
一
部
の
方
で
1
3
年

の
1
0
月
か
ら
透
析
で
は
月
１
万
円
、
他
科
を
受
診
し
た
場
合
は
２
割

か
ら
３
割
の
負
担
を
し
て
い
ま
す
。

　

長
期
透
析
患
者
さ
ん
で
合
併
症
の
あ
る
方
の
家
庭
で
は
、
２
ケ
所
、

３
ケ
所
と
診
療
を
受
け
る
と
、
所
得
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
で
３

割
負
担
を
し
ま
す
か
ら
大
変
な
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

マ
ル
障
の
適
用
を
受
け
て
い
る
健
保
本
人
の
透
析
患
者
さ
ん
も
い

る
わ
け
で
す
が
。
今
ま
で
他
科
を
受
診
し
た
場
合
２
割
を
マ
ル
障
で

負
担
し
て
貰
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
４
月
か
ら
３
割
負
担
に
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
場
合
、
３
割
分
を
マ
ル
障
で
負
担

し
ま
す
か
ら
、
マ
ル
障
の
実
施
主
体

で
あ
り
ま
す
各
自
治
体
の
負
担
が
、

１
割
増
え
る
事
に
な
り
ま
す
。
す
で

に
ご
存
知
の
通
り
、
平
成
1
2
年
度
か

ら
北
海
道
で
は
、
マ
ル
障
へ
の
各
自

治
体
へ
の
助
成
を
６
割
程
だ
っ
た
も

の
を
５
年
間
で
５
割
助
成
に
す
る
と

し
て
減
額
し
て
い
ま
す
。
各
自
治
体
の
マ
ル
障
制
度
は
、
道
か
ら
の

助
成
減
額
と
健
保
本
人
３
割
負
担
の
両
方
か
ら
圧
迫
さ
れ
、
マ
ル
障

制
度
の
存
続
の
必
要
性
か
ら
更
な
る
所
得
制
限
の
強
化
を
す
る
の
で

は
と
。
患
者
会
と
し
て
は
大
変
危
惧
し
て
い
ま
す
。
対
岸
の
火
事
で

は
無
く
、
傍
観
者
で
も
い
ら
れ
な
い
の
で
す
。

　

患
者
会
も
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
組
織
率
の
低
下
も
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
私
た
ち
の
医
療
と
福
祉
は
大
変
厳
し
い
方
向
に
進
む

で
し
ょ
う
。
一
人
で
も
多
く
の
方
が
入
会
さ
れ
患
者
会
に
力
を
与
え

て
下
さ
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
村
本
）
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全
道
の
透
析
患
者
の
皆
さ
ん
、

体
調
は
い
か
が
で
す
か
？
木
々
の

芽
も
ふ
く
ら
み
、
春
は
も
う
そ
こ

ま
で
や
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

腎提供者拡大街頭キャンペーン（札幌）

今
回
は
多
く
の
皆
さ
ん
に
道
腎
協

そ
し
て
腎
友
会
の
事
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
る
か
昨
年
を
中
心
に

お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

道
腎
協
は
他
の
都
府
県
と
違
い
、

広
大
な
地
域
が
集
合
し
た
、
地
域

腎
友
会
、
市
単
位
の
腎
友
会
、
一

部
病
院
患
者
会
単
独
で
の
加
盟
と
、

組
織
の
形
態
に
特
色
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
年
２
回
の
道
腎
協
の

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
は
、
患
者
で
も

あ
る
役
員
さ
ん
が
１
日
が
か
り
で

参
加
す
る
と
い
う
困
難
も
あ
り
ま

す
。
現
在
、
道
腎
協
組
織
強
化
検

討
委
員
会
が
持
た
れ
、
効
率
よ
く
、

そ
し
て
よ
り
道
腎
協
全
体
の
運
営

が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
、
検
討

も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

道
腎
協
の
活
動
に
は
、
北
海
道

　
　

●

ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
参
加
し
て
い
る

㈹
全
腎
協
と
し
て
全
腎
協
と
連
携

す
る
も
の
、
道
腎
協
全
体
と
し
て

地
域
腎
友
会
と
連
絡
を
取
り
合
い

活
動
す
る
も
の
、
ま
た
皆
さ
ん
が

直
接
か
か
わ
る
こ
と
の
多
い
各
地

域
腎
友
会
の
特
色
あ
る
活
動
、
他

団
体
と
協
力
す
る
も
の
。
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

「
道
腎
協
と
全
腎
協

　
　
　
　
　
　

・
他
団
体
」

　

皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
よ
う
に
、

昨
年
４
月
か
ら
健
康
保
険
の
診
療

報
酬
が
改
訂
さ
れ
、
透
析
に
お
い

て
も
、
健
康
保
険
で
適
用
さ
れ
て

い
た
無
料
の
外
来
透
析
患
者
の
食

事
が
適
用
外
と
な
り
、
透
析
時
間

区
分
も
一
本
化
さ
れ
、
外
来
透
析

　
　
　
　
　
　
　
　
　

●

の
検
査
の
点
数
も
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
。
特
に
食
事
は
、
「
治
療
の

一
環
」
と
し
て
、
全
腎
協
と
全
国

の
腎
友
会
が
国
会
請
願
を
続
け
、

昭
和
5
6
年
に
保
険
適
用
さ
れ
た
も

の
で
す
。
全
腎
協
で
は
、
中
医
協

の
厚
生
労
働
省
へ
の
答
申
に
際
し
、

座
り
込
み
や
、
全
国
か
ら
、
道
腎

　

４

協
か
ら
も
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
電
報

な
ど
で
反
対
運
動
を
し
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
、
改
訂
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
道
腎
協
で
は
企
道
の
施

設
の
対
応
の
変
化
を
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
で
食

事
が
有
料
と
な
り
、
食
事
提
供
を

中
止
し
た
所
も
あ
り
、
検
査
回
数

の
減
少
し
た
所
も
見
ら
れ
、
今
後

の
透
析
時
間
短
縮
の
不
安
な
ど
、

患
者
に
は
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
全
腎
協
で
は
、
引
き
続



き
診
療
報
酬
の
再
改
訂
を
求
め
、

厚
生
労
働
省
と
交
渉
し
て
い
ま
す
。

　

「
腎
疾
患
総
合
対
策
」
を
訴
え
、

医
療
・
福
祉
・
移
植
等
の
充
実
を

求
め
る
全
国
共
通
の
全
腎
協
の
国

会
請
願
・
署
名
募
金
活
動
は
昨
年

で
3
1
回
と
な
り
、
全
国
で
１
０
６

万
Ｉ
、
９
０
６
人
、
全
道
で
４
万

５
、
０
７
５
人
の
署
名
が
集
ま
り

請
願
さ
れ
。
衆
参
両
院
と
も
採
択

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
あ
れ

ば
こ
そ
、
透
析
患
者
の
生
活
が
守

ら
れ
て
き
た
と
言
え
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
道
腎
協
で
は
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
（
日

本
患
者
家
族
団
体
協
議
会
）
そ
し

て
、
道
腎
協
が
腎
臓
部
会
と
し
て

加
盟
し
て
い
る
道
難
病
連
と
も
協

力
し
、
国
会
請
願
で
国
に
働
き
か

け
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
上
の
生
活

や
医
療
の
質
の
低
下
を
許
さ
な
い

た
め
に
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の

協
力
で
地
道
な
活
動
を
続
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
Ｔ
斉
腎
提
供
者
拡

大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
少
し
で
も

多
く
０
　
ガ
が
腎
移
植
の
機
会
に
恵

ま
れ
る
よ
う
腎
提
供
へ
の
理
解
を

求
め
、
昨
年
2
2
回
目
と
な
り
ま
し

た
。
現
在
「
臓
器
提
供
意
思
表
示

ヵ
Ｊ
ド
」
配
布
を
中
心
と
し
て
行

わ
れ
、
力
－
ド
を
携
帯
す
る
方
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
で
2
2

件
以
上
脳
死
に
よ
る
移
植
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
全
国
的
に
心

第21回全腎協「腎不全対策を語る集い」（旭川）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

停
止
後
の
献
腎
移
植
が
減
少
傾
向

に
あ
り
、
北
海
道
各
地
で
も
、
心

停
止
後
の
献
腎
を
も
と
に
強
く
訴

え
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
昨
年
も
、
苫
小
牧
と
千

歳
と
腎
友
会
が
協
力
し
キ
リ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
、
道
南
で
は
「
市

民
健
康
ま
つ
り
・
」
で
、
岩
見
沢
は

市
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
、
静
内
は

　

「
病
院
祭
」
で
、
稚
内
・
オ
ホ
ー

ツ
ク
は
、
市
の
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」

で
等
、
各
地
工
夫
を
し
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

全
腎
協
で
は
、
生
活
・
福
祉
・

食
事
の
無
料
電
話
相
談
も
あ
り
、

会
報
の
「
ぜ
ん
じ
ん
き
ょ
う
」
で

は
、
全
国
の
患
者
や
会
の
様
子
や

声
、
国
の
政
策
に
関
し
て
、
そ
し

て
全
腎
協
の
対
応
、
最
新
の
医
療

の
情
報
が
満
載
し
て
伝
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
９
月
に
は
全
腎

協
第
2
1
回
「
腎
不
全
対
策
を
語
る

集
い
」
が
旭
川
で
開
催
さ
れ
好
評

を
得
ま
し
た
。

「
道
腎
協
と
地
域
腎
友
会
」

　

2
1
あ
る
各
地
域
腎
友
会
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
会
員
交
流
、
ま
た
各

市
町
村
へ
の
働
き
か
け
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
札
幌
で
は
、
炊
事
遠

足
や
、
腎
友
会
組
織
強
化
の
取
り

組
み
、
十
勝
で
は
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
、
滝
川
で
は
研
修
旅
行
や
講
演

会
、
伊
達
で
は
勉
強
会
、
苫
小
牧

は
静
内
と
と
も
に
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー

フ
ァ
ー
ム
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

　

５

江
別
・
小
樽
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
で
は

旅
行
会
や
親
睦
会
。
深
川
で
は
サ

ク
ラ
ン
ボ
狩
り
・
や
ア
ン
ケ
ー
ト
実

施
、
紋
別
は
道
難
病
連
遠
軽
支
部

結
成
大
会
参
加
、
夕
張
は
病
院
へ

の
要
望
事
項
を
取
り
ま
と
め
、
留

萌
は
「
障
害
者
の
日
」
の
記
念
事

業
芸
能
発
表
会
参
加
。
北
見
で
は

道
東
６
地
区
交
流
会
を
開
催
、
釧

路
は
通
院
交
通
費
増
額
を
市
長
宛

に
要
望
し
、
H
1
4
年
度
か
ら
要
望

額
一
〇
〇
％
認
め
ら
れ
ま
し
た
。



　

ま
た
、
全
国
で
腎
友
会
が
中
心

と
な
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
通
院
介

護
支
援
事
業
は
3
3
ヶ
所
と
な
り
ま

し
た
。
道
内
で
も
３
ヶ
所
、
引
き

続
き
活
動
が
活
発
で
す
。
室
蘭
地

方
腎
友
会
の
「
サ
ポ
ー
ト
室
蘭
」

で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
申
請
を
検
討
中
、

釧
路
地
方
腎
友
会
の
「
さ
わ
や
か

通
院
介
護
」
も
し
っ
か
り
と
し
た

麟
膝
麟

翁艦首難ド
､還謳㎜旨

　　　　

リｙ．ｙ①…

　

…

　　

………7

　　　　　　　　　　　　　　　

lj｀4｀，I

　　

.･･I♂･･　　　　　●y

憚麟無鱗S麟回り臨,ｔ………
ly･1:j

.
･ｼ塵］遍1唐1｡.゛,･,.･

jl漂TFi;9p!IIS

活
動
、
旭
川
地
方
腎
友
会
で
は
「
た

い
せ
つ
旭
川
」
が
他
の
難
病
患
者

の
移
送
も
は
じ
め
、
昨
年
は
、
「
介

護
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
も
開
催
し

ま
し
た
。
８
月
の
全
腎
協
第
３
回

通
院
介
護
支
援
事
業
交
流
会
１
　
　
で

は
、
「
た
い
せ
つ
旭
川
」
が
活
動
報

告
を
し
て
い
ま
す
。

　

全
腎
協
で
は
、
一
昨
年
よ
り
「
災

害
見
舞
金
制
度
」
が
始
ま
り
ま
し

た
が
、
道
腎
協
で
も
、
有
珠
山
噴

火
時
に
全
国
・
全
道
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
募
金
が
被
災
会
員
に
届
け
ら

れ
、
そ
の
後
伊
達
の
会
員
の
ご
好

意
に
よ
り
、
「
災
害
義
援
金
基
金
」

が
発
足
し
て
い
ま
す
。

　

道
腎
協
の
会
報
「
ど
う
じ
ん
」

は
広
い
北
海
道
の
会
員
を
結
び
、

い
ま
必
要
な
行
政
・
医
療
・
福
祉

の
情
報
を
皆
さ
ん
に
伝
え
る
た
め

年
５
回
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
道
腎
協
定
期
総
会
は
、

苫
小
牧
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
交
流

と
話
し
合
い
が
深
ま
り
ま
す
よ
う
、

多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
が
‥
ま
た
。

　
　

●

昨
年
の
総
会
で
は
道
腎
協
青
年
部

が
発
足
し
、
今
年
は
、
北
海
道
で

全
腎
協
青
年
部
交
流
集
会
も
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
4
0
歳
代
ま
で
の

方
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
昨
今
の
国
民
全
体
へ

の
医
療
費
負
担
増
加
傾
向
の
中
、

一
昨
年
・
昨
年
と
、
道
内
で
は
、

ほ
と
ん
ど
の
地
方
自
治
体
が
マ
ル

障
（
重
度
心
身
障
害
者
医
療
助
成

制
度
）
に
所
得
制
限
を
導
入
し
ま

し
た
。
道
腎
協
と
各
地
域
腎
友
会

は
、
道
と
市
町
村
に
反
対
す
る
請

願
・
陳
情
を
行
い
、
そ
の
活
動
に

よ
り
、
導
入
し
な
い
決
定
を
し
た

市
町
村
も
あ
り
ま
す
。
道
腎
協
で

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
道
と
腎

不
全
総
合
対
策
・
マ
ル
障
制
度
・

通
院
交
通
費
等
に
つ
い
て
意
見
交

換
会
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

所
得
制
限
で
マ
ル
障
制
度
の
適
用

外
と
な
っ
た
方
は
、
透
析
だ
け
で

も
月
１
～
２
万
円
の
、
他
の
合
併

症
で
の
受
診
や
入
院
、
歯
科
受
診

　
　
　
　
　
　
　
　
　

●

に
お
い
て
２
割
か
ら
３
割
の
医
療

費
の
負
担
を
し
な
く
て
は
な
ら
な

く
、
道
腎
協
に
も
、
食
事
代
の
負

担
と
と
も
に
、
そ
の
大
変
さ
を
報

告
す
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
H
1
4
年
４
月
か
ら
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
医
療
費
負
担
が
健
康

保
険
の
３
割
に
な
ろ
う
と
し
て
い

る
今
、
マ
ル
障
の
所
得
制
限
額
の

引
き
下
げ
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
一
人
一
人
の
患
者
が

自
身
の
医
療
と
生
活
を
考
え
、
協

力
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
今
の
状
況
を
少
し
で

も
改
善
し
、
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し

を
守
る
う
と
道
腎
協
は
考
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
は
、
一
人
一
人
の

方
々
の
会
へ
の
参
加
が
大
き
な
力

と
な
り
ま
す
。
多
く
の
方
々
の
会

へ
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
福

　

原
）
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市町村における稀所得制限導入状況

H15・ 1 ・31現在

導入している(130) 導入していない(82)

〔市〕札幌・旭川・釧路・帯広（▲）・夕張・岩

　　見沢・網走・留萌・美唄・芦別・汀別・赤

　　平・士別・名寄・二万笠・滝川・砂川・政志

　　内・深川・富良野・登別・恵庭・伊達・小

　　樽市C14-10)・函館(14-10)・稚内(14-
　　4）・北広島C14-10)

〔削室蘭・北見・苫小牧・紋沙卜千歳・石狩・
　　根室

　〔町村｣

(石狩支庁)当別・厚田・浜益

(渡島支庁)知内(○柏木占･内(○)・戸井・恵山一

　　　南茅部・砂原・森(Ｏ)・八雲・長万部・松
　　　前(14－10)

(桧山支庁)汀差・乙部・熊石・大成一瀬棚・北桧
　　　山・今金

(後志支庁)島牧(○)・黒松内(▲柏ニセコ・喜茂

　　　別(Ｏ)・岩内・積丹

(空知支庁)北村・栗沢・奈井江・上砂川・由仁.・

　　　栗山(▲)・月形・妹背牛・秩父別・北竜・
　　　沼田

(上川支庁)鷹栖・当麻・比布・上川・東川・美瑛・

　　　上富良野・中富良野・南富良野・剣淵一風

　　　迪・下川・美深・音威子府・中川
(留萌支庁)増毛・小平・苫‘前・羽幌・初山別(○)・

　　　遠別・天塩・幌延

(宗谷支庁)猿払(○▲)・枝幸・豊富

(網走支庁)斜里・清里・小清水・常呂・生田原・

　　　遠軽・白滝・上湧別・滝ﾄ.・興部・西興部・
　　　雄武

(胆振支庁)豊浦ヽ洞爺・大滝(Ｏ)・壮瞥

(日高支庁)平取・門別・静内・三石・様似・ぇり
　　　も

(ﾄ勝支庁)音更(▲柏士幌(▲)・新得・芽室・更

　　　別・忠類・幕別・陸別・池田(15－4)
(釧路支庁)厚岸(○柏弟子屈・阿寒・白糠・音別

(根室支庁)別海・中標津・標津・羅臼

　〔町村〕

(石狩支庁)新篠津

(渡島支庁)福島・上磯一大野・七飯・椴法華・鹿
　　　部

(桧山支庁)上ノ国・厚沢部・奥尻

(後志支庁)寿都・蘭越・真狩・留寿都・京極・倶

　　　知友・共和・泊・神恵内・古平・仁木・余
　　　市・赤井川

(空知支庁)南幌・長沼・浦臼・新十津川一面竜・

　　　幌加内

(上川支庁)東神楽・愛別・占冠・和寒・朝日

(宗谷支庁)浜頓別・中頓別・歌登・礼文・利尻・

　　　利尻富士
(網走支庁)東藻琴・女満別・美幌・津別・端野・

　　　訓子府・置戸・留辺薬・佐ど間・丸瀬布・
　　　湧別

(胆振支庁)虻田・白老・早来・追分・厚真・鵡川・
　　　穂別
(日高支庁)日高・新冠・浦河

(ﾄ勝支庁)上士幌・鹿追・清水・中札内・大樹・

　　　広尾・豊頃・本別・足寄・浦幌
(釧路支庁)釧路・標茶・浜中・鶴居

※○：乳幼児には導入しない（９町村）

　

▲：栗山町一重度・母了･には、導入しない

　

帯広市・音更町一母子のみ児童手当

　　　

特例給付を適用

　

猿払村一重度の入院・訪問看護は除く

　　　

士幌町・黒松内町一上限額については、町長が定める額

　

○太文字部分が新たに導入または予定の市町で（

　

）内は導入または予定の年月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－９－
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第
２
回
青
年
部
交
流
会
’
ｍ
釧
路

　
　
　
　
　
　

釧
路
地
方
腎
友
会
五
十
嵐

　

信

　

康

　

去
る
２
月
８
・
９
日
の
両
日
、
釧

路
東
急
イ
ン
に
於
い
て
「
道
腎
協
青

年
部
第
２
回
学
習
交
流
会
Ｌ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

初
日
の
天
候
は
あ
い
に
く
の
曇
り

空
で
し
た
が
、
札
幌
方
面
か
ら
３
名

が
Ｊ
日
で
、
旭
川
方
面
か
ら
３
名
と

十
勝
方
面
の
２
名
が
車
で
釧
路
ま
で

駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
久
々
の

再
会
の
挨
拶
も
ほ
ど
ほ
ど
に
す
ま
せ
、

午
後
３
時
か
ら
２
階
・
桜
の
間
を
会

場
に
、
五
十
嵐
の
司
会
進
行
で
川
村

部
長
の
挨
拶
を
皮
切
り
に
学
習
会
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

学
万
言
二
出
席
者
は
以
下
の
1
3
名
で

す
（
敬
称
略
）
。

川
村

　

隆
志
、
吉
田
季
代
乃
（
以
上

札
幌
）
、
椿
分
百
合
江
（
江
別
）
、
水

谷

　

達
雄
（
旭
川
）
、
阿
部

　

純
一

　

（
士
別
）
、
外
川

　

純
也
（
北
見
）
、

塚
本

　

義
彦
、
渡
辺

　

好
昭
（
以
上

十
勝
）
、
五
十
嵐
信
康
、
伊
藤

　

清

春
、
秋
保

　

克
之
、
深
瀬

　

智
春
、

棚
木

　

陽
児
（
以
上
釧
路
）

　

今
回
の
内
容
は
、
８
月
に
開
催
さ

れ
る
「
全
腎
協
青
年
交
流
集
会
・
ｍ
Ｋ

－
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
」
に
む
け
て
の
実
行
委

員
の
選
出
、
プ
ロ
ブ
ラ
ム
ー
企
画
検

討
、
作
業
の
割
り
振
り
な
と
が
メ
イ

ン
で
、
そ
の
他
に
は
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の

決
定
、
５
月
に
山
口
県
で
開
催
さ
れ

る
全
腎
協
総
会
へ
の
参
加
者
の
選
考

尽
と
か
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
了
時
か
ら
は
、
透
析
や
仕
事

の
都
合
で
遅
れ
た
釧
路
の
４
名
（
高

橋
亮
三
、
常
田
進
一
、
桜
田
ま
ゆ
み
）

を
新
た
に
加
え
た
1
7
名
で
場
を
移
し

て
の
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。
交
流

会
に
は
掛
札
聖
道
腎
協
副
会
長
（
釧

路
地
方
腎
友
会
会
長
）
も
駆
け
つ
け

て
下
さ
り
、
青
年
部
の
活
動
に
理
解

を
示
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

小
７
　
ル
に
戻
っ
て
か
ら
も
、
各
自

の
部
屋
で
明
け
方
近
く
ま
で
８
月
に

向
け
て
の
意
見
交
換
が
熱
く
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

翌
日
は
天
候
も
雪
で
、
前
日
の
疲

れ
も
あ
る
た
め
、
観
光
施
設
Ｍ
Ｏ
Ｏ

を
見
学
し
て
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

熱
論
／
・
「
全
腎
協
青
年
交
流
集
会
゛
ｍ
か
な
が
わ
」

　
　
　
　
　
　

北
見
地
方
腎
友
会
外

　

川

　

純

　

也

　

平
成
掃
年
ｎ
月
２
～
３
日
、
神
奈

川
県
三
浦
海
岸
に
あ
る
マ
イ
ン
ズ
三

浦
で
開
催
さ
れ
た
全
腎
協
青
年
交
流

集
会
へ
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
初
め

て
の
参
加
で
し
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
友
人

も
数
多
く
お
り
、
グ
ル
ー
プ
討
論
も

緊
張
す
る
こ
と
な
く
積
極
的
に
出
来

ま
し
た
。
私
の
グ
ル
ー
プ
は
「
全
国

で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
よ
う
Ｌ
を
テ
ー

マ
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
及
０
　
透
析

患
者
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用

し
て
何
が
出
来
る
か
討
論
し
、
以
下

の
３
つ
の
内
容
に
ま
と
め
、
次
の
日

に
発
表
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

『
情
報
伝
達
の
ス
ピ
ー
ド
化
と

　

青
年
部
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
』

　

昨
年
の
透
析
時
間
区
分
撤
廃
、
外

来
透
析
食
事
点
数
の
廃
止
、
検
査
料

引
き
下
げ
な
ど
、
中
医
協
の
答
申
は

突
然
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
会
員
へ

の
情
報
伝
達
も
極
め
て
遅
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
今
後
は
一
致
団
結
出
来

る
よ
う
、
従
来
の
「
ぜ
ん
じ
ん
き
ょ

う
Ｌ
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
利
用
し
て
情
報
伝
達
を
迅

速
（
全
腎
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

も
）
に
行
っ
て
頂
く
よ
う
、
全
腎
協

へ
お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
た
全
国
各

10－



地
の
青
年
部
を
統
括
す
る
た
め
の
組

織
を
仝
腎
協
に
置
き
遍
佳
節
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
す
る
こ
と
で
将
来
を
見

据
え
こ
組
織
作
り
を
創
り
上
げ
て
い

く
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

『
透
析
医
療
問
題
と
国
民
へ

　
　
　
　
　
　
　
　

の
ア
ピ
ー
ル
』

　

参
加
し
た
青
年
患
者
へ
向
か
っ
て

　

「
世
間
一
般
の
方
の
透
析
の
イ
メ
ー

ジ
が
と
て
も
悪
い
、
も
っ
と
自
分
た

ち
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
せ
ん
か
？
Ｌ
、

　

「
2
0
年
前
、
3
0
年
前
と
比
べ
れ
ば
青

年
患
者
は
元
気
で
す
し
、
社
会
で
も

犬
刀
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
ね
？
Ｌ

と
訴
え
ま
し
た
。
我
々
は
一
兆
円
の

医
療
費
を
使
い
、
さ
ら
に
障
害
年
金

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
殆
ど
の
国

民
に
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
患
者
数
は
５
年
後
に
は
3
0
万
人
に

到
達
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
今
の
医

療
費
で
は
厳
し
い
こ
と
が
明
ら
か
で

す
。
こ
う
い
っ
た
問
題
に
も
臆
す
る

こ
と
な
く
患
者
会
側
か
ら
積
極
的
に

国
民
へ
問
う
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
と
訴
え
ま
し
た
。

　

『
患
者
会
か
ら
国
会
議
員
を
出
そ
う
』

　

患
者
会
の
要
望
を
国
民
へ
訴
え
る

た
め
、
透
析
患
者
か
ら
国
会
議
員
を

出
す
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。
2
2
万

人
の
透
析
患
者
と
そ
の
家
族
を
含
め

る
と
、
比
例
区
で
国
会
議
員
を
出
す

こ
と
は
十
分
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

国
会
請
願
活
動
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
投

票
活
動
に
よ
っ
て
国
民
ヘ
ア
ピ
ー
ル

出
来
ま
ず
し
、
国
会
の
場
で
透
析
患

者
の
現
状
や
要
望
を
訴
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
医
療
費
自
己

負
担
な
ど
妥
協
で
き
る
点
を
患
者
会

で
議
論
し
、
透
析
及
び
腎
不
全
医
療

の
将
来
像
を
国
民
に
訴
え
て
い
か
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
宴
会
後
の
「
夜
の
語
り
部
屋
Ｌ

で
も
多
く
の
方
々
と
話
し
合
い
、
透

析
医
療
に
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
人

が
数
多
く
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
日
本
の
透
析
医
療
は
こ
れ
ま
で

様
々
な
こ
と
を
勝
ち
取
っ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
恵
ま
れ
た
現
状
に
我
々

は
安
心
し
き
っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ

う
か
？
日
本
の
経
済
状
況
を
考
え
れ

ば
、
今
後
の
透
析
医
療
は
ま
す
ま
す

厳
し
く
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
医

療
費
以
外
に
目
を
向
け
る
と
、
公
共

事
業
な
ど
に
多
額
の
費
用
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
高
齢
化
社
会
へ
対
応
す

る
↑
に
め
、
こ
れ
ま
で
の
物
質
面
へ
の

投
資
か
ら
、
医
療
費
な
ど
に
□
し
て

も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
再
生
臓
器
医
療
や
生
体
機
能
を

模
倣
し
た
透
析
医
療
、
マ
イ
ク
ロ
リ

ア
ク
タ
ー
に
よ
る
埋
め
込
み
型
人
工

臓
器
な
ど
、
新
し
い
治
療
方
法
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
希
望
あ

る
医
療
へ
患
者
会
か
ら
国
へ
積
極
的

に
働
き
か
け
、
日
本
が
透
析
医
療
の

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
る
こ
と
が
出
来

れ
ば
、
日
本
経
済
に
も
十
分
貢
献
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
今
年
の
青
篁
父
流
集
会
は
、

８
月
3
0
・
割
日
に
北
海
道
の
キ
ロ
ロ

で
開
催
予
定
で
す
。
神
奈
川
で
学
ん

だ
こ
と
を
十
分
に
活
か
し
、
さ
ら
に

実
り
あ
る
交
流
集
会
に
で
さ
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
ズ
ラ
回
の
参
加
は
、

全
腎
協
の
負
担
に
よ
っ
て
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
ご
」
の
場
を
借
り
て

全
腎
協
会
員
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

－11

全
腎
協
青
年
交
流
集
会
゜
ｍ
北
海
道

会日

時場

平
成
1
5
年
８
月
3
0
日
出
～
3
1
日
向

ヤ
マ
ハ
ギ
口
口
リ
ゾ
ー
ト

余
市
郡
赤
井
川
村

　

T
E
L
0
1
3
5
－
３
４
－
7
1
1
1

Ｏ
内
容
に
つ
い
て
は
只
今
検
討
中
で
ナ
。

　
　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
・
１
を
迎
え
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
予
定

　

し
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
キ
ロ
ロ
の
自
然
の
中
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
企
画
し
て

　

い
ま
す
だ
‥

　
　

参
加
募
集
は
６
月
に
お
こ
な
い
ま
す
。

　
　

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。



ｏ
ｏ
ｅ
ｏ
ｏ
ｏ

検
査
デ
ー
タ
の
読
み
方
を
理
解
し
ま
し
よ
う

　

酋
腎
機
能
検
査

尿
素
窒
素
（
Ｂ
Ｕ
Ｎ
）

　
　
　
　

基
準
値
6
0
～
8
0
呵
／
ぷ

　

た
ん
ぱ
く
質
の
と
り
す
ぎ
で
上

昇
し
、
足
り
・
な
い
と
異
常
に
下
が

り
す
ぎ
ま
す
。
透
析
が
不
十
分
な

場
合
に
も
上
昇
し
ま
す
。

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
（
o
）

　
　
　
　

基
準
値
１
０
～
1
6
曙
／
ｄ

　

透
析
量
の
目
安
と
な
り
ま
す
が
、

筋
肉
量
が
多
い
人
ほ
ど
高
く
、
体

格
に
よ
る
個
人
差
が
大
き
い
で
す
。

尿
酸
（
ほ
一
）

　
　
　
　

基
準
値
９
咤
／
ま
以
下

　

痛
風
の
原
因
と
な
る
物
質
で
す
。

き
ち
ん
と
透
析
し
て
も
高
す
ぎ
る

場
合
は
、
食
事
療
法
、
薬
物
療
法

が
必
要
で
す
。

　

⑥
電
解
質

カ
リ
ウ
ム
（
Ｋ
）

　
　

基
準
値
５
・
５
廊
／
皿
以
下

　

７
．
’
¨
｀
）
～
８
・
Ｏ
自
／
口
以
Ｌ
Ｌ

で
は
心
臓
が
停
止
す
る
こ
と
が
あ

り
、
大
変
危
険
で
す
。
果
物
、
生

野
菜
、
ア
ー
モ
ン
ド
な
ど
を
食
べ

す
ぎ
る
と
上
昇
し
ま
す
。

ナ
ト
リ
ウ
ム
（
陥
）

　
　

基
準
値
１
３
５
～
１
４
５
而
。
／
忿

　

塩
分
を
と
り
す
ぎ
る
と
、
の
ど

か
渇
い
て
水
分
を
と
る
の
で
血
液

　
　

●

の
ナ
ト
リ
ウ
ム
値
は
上
昇
し
ま
せ

ん
。
血
糖
値
が
高
い
と
低
い
値
を

示
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ク
ロ
ー
ル
（
ａ
）

　
　
　
　

基
準
値
9
8
～
・
‐
０
８
咆
／
ぶ

　

通
常
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
同
一
の

変
化
を
し
ま
す
が
。
血
液
が
酸
性

に
か
た
む
く
と
上
昇
し
ま
す
。

　

画
血
液
一
般

ヘ
マ
ト
ク
リ
ツ
ト
（
ほ
）

　
　
　
　
　
　

基
準
値
3
0
％
前
後

　

ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
は
血
液
中
に
お

け
る
赤
血
球
の
占
め
る
割
合
（
％
）

を
表
し
。
貧
血
の
程
度
を
表
し
ま
す
。

赤
血
球
数

　
　
　
　

基
準
値
２
７
０
万
／
㎡
以
上

　

貧
血
の
程
度
を
示
し
ま
す
。

血
色
素
濃
度

　
　
　
　
　

基
準
値
1
0
g
／
ｄ
後

　

貧
血
の
程
度
を
示
し
ま
す
。

白
血
球
数

　

基
準
値
５
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
～
８
、
５
０
０
／
㎡

　

増
加
は
主
に
感
染
症
の
存
在
を

示
し
ま
す
。

血
小
板
数

　
　
　
　

基
準
値
1
2
～
2
8
万
／
㎡

　
　
　
　
　
　
　
　
　

●

　

減
少
す
る
と
出
血
し
や
ナ
く
な

り
ま
す
。

好
酸
球

　
　
　

基
準
値
Ｏ
～
７
％

　

ア
レ
ル
ギ
ー
で
増
加
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

⑥
血
清
脂
質
及
び
た
ん
ぱ
く

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
Ｔ
・
Ｃ
）

　
　
　
　

基
準
値
２
３
０
｀
／
ｄ
以
下

　

動
脈
硬
化
の
原
因
に
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
食
べ
す
ぎ
に
注

意
し
ま
し
よ
う
。
し
か
し
、
栄
養

状
態
が
悪
い
と
逆
に
低
下
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
多
く
含
む
食

品
一
卵
黄
、
レ
バ
ー
、
イ
カ
、
ウ

ナ
ギ
な
ど

中
性
脂
肪
（
Ｔ
・
Ｇ
）

　
　
　
　

基
準
値
２
０
０
ｗ
／
ぼ
以
下

　

動
脈
硬
化
と
関
係
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
糖
分
な
ど
甘
い

物
の
と
り
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
よ

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

　
　
　
　

基
準
値
3
0
隠
／
ｄ
以
上

　

動
脈
硬
化
を
抑
え
る
作
用
が
あ

り
ま
す
。
適
切
な
カ
ロ
Ｈ
＾
ｌ
摂
取
、
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糖
分
、

で
す
。

で
す
。

脂
肪
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切

食
物
繊
維
の
摂
取
も
大
切

ア
ル
ブ
ミ
ン

　
　
　
　

基
準
値
４
・
Ｏ
ｇ
／
ｄ
以
上

　

低
栄
養
、
肝
障
害
な
ど
で
低
下

し
ま
す
。

ｋ
ミ
ク
ロ
グ
ロ
ブ
リ
ン

　
　
　
　

基
準
値
2
0
呵
／
１
以
下

　

ア
ミ
ロ
イ
ド
骨
関
節
症
の
原
因

物
質
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

画
骨

副
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン

　
　
　
　

基
準
値
8
0
～
１
５
０
ｔ
／
Ｍ

　
　
　
　
　
　

（
ｌ
ｎ
ｔ
ａ
ｃ
ｔ
－
Ｐ
Ｔ
Ｈ
）

　

骨
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を
血
液
の
方

へ
移
動
さ
せ
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

高
す
ぎ
る
と
、
骨
が
弱
く
な
っ
た

り
、
血
液
の
カ
ル
シ
ウ
ム
値
が
高

く
な
り
す
ぎ
た
り
し
ま
す
。

リ
ン
（
Ｐ
）

　
　
　

基
準
値
３
・
ｏ
～
６
・
ｏ
ｌ
／
ぷ

　

血
液
の
リ
ン
値
が
高
く
な
る
と
、

カ
ル
シ
ウ
ム
値
が
低
下
し
、
骨
折

が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
石

灰
分
の
異
常
沈
着
（
異
所
性
石
灰

化
）
も
起
こ
り
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
（
Ｑ
）

　
　
　
　

基
準
値
８
・
５
～
１
０
・
５
｀
／
ぶ

　

高
く
な
り
す
ぎ
て
も
危
険
で
す
。

筋
の
緊
張
低
下
、
し
び
れ
、
イ
ラ

イ
ラ
感
、
精
神
錯
乱
、
幻
覚
な
ど

が
表
れ
ま
す
。

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
（
Ｉ
）

　
　
　
　
　

基
準
値
１
０
陶
／
咆
以
下

　

骨
軟
化
症
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
4
0
陀
／
Ｌ
以
上
は
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
中
毒
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

⑥
肝
機
能
検
査

Ｓ
－
Ｇ
Ｏ
Ｔ

　
　
　
　
　

基
準
値
3
3
単
位
以
下

　

肝
障
害
で
肝
細
胞
が
壊
れ
る
と
、

検
査
値
が
上
昇
し
て
き
ま
す
。

Ｓ
－
Ｇ
Ｐ
Ｔ

　
　
　
　
　

基
準
値
3
5
単
位
以
下

　

肝
障
害
で
肝
細
胞
が
壊
れ
る
と
、

検
査
値
が
上
昇
し
て
き
ま
す
。

ア
ル
カ
リ
フ
ォ
ス
フ
ァ
タ
ー
ゼ
（
川
－
ｐ
）

　

基
準
値
８
０
～
２
６
０
単
位
（
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
法
）

　

肝
障
害
で
肝
細
胞
が
壊
れ
る
と
、

検
査
値
が
上
昇
し
て
き
ま
す
。
骨

変
化
が
あ
る
場
合
に
も
上
昇
し
て

き
ま
す
。

ｙ
－
Ｇ
Ｔ
Ｐ

　
　
　
　
　

基
準
値
4
0
単
位
以
下

　

ア
ル
Ｊ
Ｉ
ル
性
肝
障
害
の
目
安

で
す
。
画
そ

　

の

　

他

フ
エ
リ
チ
ン

　
　
　

基
準
値
Ｉ
Ｏ
Ｏ
～
１
５
０
t
ｔ
Ｏ
／
耐

　

貧
血
の
原
因
と
し
て
鉄
不
足
が

な
い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
目
的
で

検
査
し
ま
す
。
フ
ェ
リ
チ
ン
は
、

貯
蔵
鉄
が
十
分
か
ど
う
か
を
表
し

ま
す
。

心
胸
比
（
Ｃ
Ｔ
Ｒ
）

　
　
　
　

基
準
値
男
性
5
0
％
以
下

　
　
　
　
　
　
　

女
性
5
5
％
以
下

　

水
分
過
剰
で
大
き
く
な
り
ま
す
。

圭
題
罷
銀
蘭
膠

　

腎
機
能
が
低
下
す
る
と
尿
量
が

減
り
、
体
内
の
水
分
量
は
そ
の
ま

ま
体
重
の
増
減
に
な
り
ま
す
。

入
‐
ド
丿

代謝水

食物が体内で燃え

たときにできる水

約Z閤～350rrC

ぎ
｀

ｆ
議
一

食物中の水分

１日３９１でおぷそ1000～12【】0ほ2呼吸や汗尿・大便
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◆
１
日
の
体
重
増
加
は
、
１

　

日
安
と
し
ま
し
よ
う
。

kg
を

　

前
の
ペ
ー
ジ
で
も
触
れ
た
よ
う

に
、
体
に
入
る
水
の
量
と
、
出
る

水
の
量
の
差
が
透
析
間
の
体
重
増

加
と
な
り
ま
す
。
お
し
つ
こ
が
出

る
人
も
出
な
い
人
も
、
体
重
増
加

を
み
な
が
ら
飲
み
水
の
量
を
調
節

し
ま
す
。

※
飲
み
水
は
、
お
茶
。
水
、
氷
、

　

ジ
ュ
ー
ス
、
牛
乳
、
Ｊ
Ｉ
ヒ
ー
。

　

酒
類
な
ど
で
、
う
が
い
も
含
み

　

ま
す
。

※
病
院
用
湯
飲
み
Ｊ
ツ
プ
は
、
約

讐紗

白架

　　　　　

’

乙

参

豆腐

　　　　

くだもの

∧
９
　
゜
・
宍

１
０
０
爾
あ
り
ま
す
。

　

氷
Ｉ
個

　
　

：
2
0
～
3
0
E

　

う
が
い
Ｉ
回
…
約
1
0
耐

　

塩
分
と
水
分
は
切
っ
て
も
切
れ

な
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。
塩
分
を

と
り
す
ぎ
る
と
、
の
ど
か
渇
い
て

水
分
が
欲
し
く
な
り
ま
す
。
で
す

か
ら
、
塩
分
の
制
限
が
水
分
の
制

限
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

老
廃
物
（
尿
毒
症
性
物
質
）
や
血

糖
値
の
上
昇
に
よ
っ
て
も
の
ど
が

L。

「’

し

水がたまるのとが
渇く

渇
き
ま
す
。
朧
朧
朧
朧
粛
啓

　

カ
リ
ウ
ム
（
Ｋ
）
が
あ
る
程
度

以
上
、
血
液
の
巾
に
た
ま
る
と
、

高
カ
リ
ウ
ム
血
症
と
な
っ
て
心
臓

●

トマト

鳶

回診匹

公ぜ野菜やいも類は

拍でまツよう。

乳製品納三

ふ
コーヒｰ

雫

ほうれん￥

●

姉

諺
バすナ

認昌万言

療
｜

　　　　　

｜

｜

を
止
め
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。

面
面
龍
頭
麗
顕

　

た
ん
ぱ
く
質
の
と
り
す
ぎ
は
、

尿
素
窒
素
（
Ｂ
Ｕ
Ｎ
）
や
リ
ン
（
Ｐ
）
、

カ
リ
ウ
ム
（
Ｋ
）
の
上
昇
に
つ
な

が
り
ま
す
。
逆
に
不
足
す
る
と
栄

養
状
態
が
悪
く
な
り
、
抵
抗
力
が

弱
く
な
り
ま
す
。
自
分
の
体
格
に

合
っ
た
適
量
の
た
ん
ぱ
く
質
を
と

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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漢
字
が
私
を
呼
ん
で
い
る
／

勤
医
協
中
央
病
院
（
札
幌
）

　
　

田

　

中

　

ま
ゆ
み

　

１
２
３
４
・
：
ふ
っ
と
目
を
覚
ま

す
と
、
お
母
さ
ん
だ
い
じ
よ
う
ぶ
？

と
い
う
娘
の
顔
が
見
え
た
。
そ
こ

は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
は
？
何
ん
で
こ
こ
に
、

と
思
っ
た
途
端
、
ア
ッ
私
は
生
き

て
い
る
ん
だ
／
娘
の
手
を
取
っ
て

頬
に
す
り
す
り
し
。
そ
の
ま
ま
眠
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
１
年
ち
ょ
い
。
透
析

室
と
地
下
鉄
の
真
ん
中
に
引
越
と

な
り
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
付
き
の
、
日
ま
ぐ
る

し
く
も
そ
れ
な
り
に
楽
し
い
電
動

車
イ
ス
生
活
と
な
っ
た
。

　

タ
ッ
チ
の
差
で
死
ぬ
と
こ
し
た
、

３
回
目
の
骨
頭
置
換
術
し
た
右
足

は
、
手
術
の
出
来
な
い
左
足
の
、

緩
み
と
ひ
び
の
痛
さ
を
ず
り
ず
り

引
き
ず
り
な
が
ら
、
今
日
も
元
気

で
授
業
に
行
っ
た
。

　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
札
幌
自
由
が

丘
学
園
で
、
美
術
の
講
師
を
し
て

８
年
目
。
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
部
（
小

学
３
年
～
中
学
３
年
）
、
高
等
部
、

油
絵
教
室
。
三
つ
の
授
業
を
担
当

し
。
ス
タ
ッ
フ
会
議
で
は
、
ど
の

子
も
輝
け
る
子
に
、
と
先
生
方
と

い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
熱
く
な
る
。

　

そ
ん
な
中
で
ひ
ょ
ん
な
事
か
ら
、

今
、
漢
検
に
ハ
マ
つ
て
し
ま
っ
た
。

魚
の
絵
を
描
く
の
に
図
鑑
を
見
て

い
た
生
徒
に
、
こ
れ
何
ん
て
い
う

字
？
と
聞
か
れ
て
、
辞
典
の
引
き

方
を
教
え
た
ら
、
お
寿
司
の
茶
わ

ん
に
あ
る
っ
て
み
ん
な
が
お
も
し

ろ
が
り
、
先
生
に
宿
題
／
・
バ
ッ
ク

は
？
カ
マ
キ
リ
は
？
・
つ
て
、
黒
板

に
書
か
せ
て
は
、
ブ
ー
と
か
ピ
ン

ポ
ー
ン
と
か
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
、

漢
検
、
英
検
、
危
険
物
と
か
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
Ｊ
Ｉ
ス
が
出
来
た
。

　

私
は
息
子
の
助
言
で
、
基
礎
的

な
７
級
（
小
４
ま
で
）
か
ら
勉
強

し
て
、
参
考
書
で
１
０
０
点
取
っ

て
か
ら
試
験
を
受
け
に
行
き
、
１

級
（
６
、
０
０
０
字
）
合
格
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
。
エ
ー
生
き
て
る
間

に
取
れ
る
の
か
、
ま
っ
ボ
ケ
防
止

に
は
な
る
か
、
な
ん
て
笑
っ
ち
や
っ

た
り
し
て
。
で
、
や
れ
ば
や
る
程
、

漢
字
は
奥
が
深
い
。
と
い
う
よ
り

も
、
た
だ
お
も
し
ろ
く
て
た
ま
ら

な
い
だ
け
か
。

　

ど
ん
な
時
で
も
参
考
書
は
離
さ

な
い
。
漢
字
が
離
れ
な
い
。
新
道

展
の
運
営
委
員
と
し
て
、
審
査
や

編
集
部
の
仕
事
を
し
な
が
ら
と
か
、

作
品
の
イ
メ
ー
ジ
が
脳
の
中
で
漢

Ｓ
ｒ
Ｉ
ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
ｆ
～
ｇ
χ
ｊ

字
と
い
っ
し
よ
に
な
っ
て
駆
け
巡

り
、
学
園
創
立
な
さ
っ
た
先
生
の

お
通
夜
で
も
、
お
坊
さ
ん
が
め
い

ど
と
言
う
と
、
鼻
を
す
す
り
な
が

ら
、
サ
ツ
と
指
が
手
の
ひ
ら
に
冥

途
と
書
く
の
で
あ
る
。
で
、
４
ヶ

月
入
院
中
に
３
級
合
格
し
、
息
子

の
誕
生
日
に
は
２
級
の
合
格
証
を

贈
っ
た
。

　

新
聞
に
私
の
作
品
が
載
っ
て
い

る
っ
て
、
喜
ん
で
言
う
か
ら
、
勤

医
協
の
先
生
方
は
お
忙
し
い
の
に

毎
年
観
に
き
て
下
さ
っ
た
。
そ
し

て
、
今
年
の
仕
事
始
め
と
な
る
は

ず
だ
っ
た
右
肩
の
移
植
手
術
は
、

人
生
の
生
き
が
い
を
大
切
に
、
と

の
お
考
え
で
い
ろ
い
ろ
ご
配
慮
下

さ
り
、
難
治
性
肝
炎
肝
硬
変
が
思

わ
し
く
な
い
状
況
な
の
で
中
止
と

な
っ
て
ホ
ツ
と
し
た
。
ま
っ
右
腕

が
だ
め
ん
な
っ
た
ら
左
が
あ
る
し
。

　

さ
あ
、
今
年
は
い
よ
い
よ
準
１

級
（
３
、
０
０
０
字
）
、
初
め
て
生

ま
れ
る
孫
に
見
せ
な
く
ち
ゃ
。
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
合
格
し
た
で
チ
ュ

よ
／
つ
て
。

　

（
透
析
歴
2
1
年
）

ｌ
ｌ
と
Ｎ
／
ｌ
『
ｊ
４
Ｉ
ぐ
・

Z ' S . r ・ . / ゝ ～ S I W I W ・

V V ｀ I . へ . g ､ . ゛ ♂ u ｀ り F ､ ﾉ ﾍ 八 八 卜 Q . Q J J l s ゝ J l v 9 - n . ﾒ m s ' k y へ v / ソ v へ . M - z V m ｀ ､ j へ / - W - u r s f り A
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～腎友会へご入会いただける方は、各施設幹事または、各地域腎友会事務局(p18参照）へお

　

申し込みください。

旬年会費は各地域腎友会により異なります

　

各事務局にお問い合わせください。（なお、全腎協1.800円、道腎協2，400円９の年会費もその

　

中に含まれます）

人

　

会

　

申

　

込

　

書
平成　年　月　　口入ご

氏　　名

ふ　り　が　な 性　別 生　年　月　　日

男・女

明

昌　年　　月　　目

平

住　　所
〒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話

医療機関名

透析開始日

:計器　頴　　年　　　　　月　　　　　日

●移　　植

職　　業

　(勤務先) 電話

透析日 _曜日｛昼・夜｝_曜日｛昼・夜｝_爆口t昼・夜｝

ん･せ･りとりき

｜

第

５２

回

北

海
道
ブ
ロ
ヴ
ク
会
議

　
　

開
催
の
お
し
ら
せ

日

　

時

　

平
成
1
5
年
４
月
1
2
日
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
1
3
‥
［
‥
朗

会

　

場

　

ホ
テ
ル
ユ
ニ
オ
ン

　

札
幌
市
中
央
区
南
３
条
西
四
一
ｒ
目

　

T
E
L

　

5
6
1
1
6
1
6
1

※
詳
細
は
案
内
に
て

・
・
一
巻
・

・
タ
イ
ト
ル

　

「
春

　

色
」

・
撮
影
者

　

阿
部
純
。
・
氏

　
　
　
　
　
　

（
士
別
腎
友
会
）

・
撮
影
場
所

　

空
知
郡
中
富
良
野
町
で
撮
影

し
た
も
の
で
。
卜
勝
岳
連
峰
を

背
景
に
春
色
を
代
表
す
る
菜
の

花
が
生
々
と
し
て
い
ま
す
。

　

阿
部
氏
は
透
析
歴
2
5
年
に
入

り
、
現
在
道
腎
協
の
青
年
部
の

一
員
と
し
て
今
年
８
月
に
赤
井

川
の
キ
ロ
ロ
で
開
催
さ
れ
る
。
全

腎
協
青
年
交
流
集
会
”
に
向
け

て
仲
間
と
と
も
に
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

16－



Ｉ

　　

Ｉ
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「
腎
臓
病
で
よ
か
っ
た
」

（
元
）
会
長

相
談
役

　

今
を
去
る
5
0
年
前
、
私
は
徴

兵
検
査
を
受
け
る
た
め
、
隣
町

の
遠
軽
小
学
校
へ
集
ま
っ
た
。

　

時
は
昭
和
2
0
年
、
戦
争
は
敗
北

　

の
状
況
で
南
方
方
面
は
ア
メ
リ

　

カ
に
の
っ
と
ら
れ
戦
争
は
、
日

　

を
追
う
毎
に
敗
戦
の
状
況
で

　

あ
っ
た
。
特
に
沖
縄
は
、
連
合

　

軍
に
占
領
さ
れ
、
民
間
人
も
軍

岩

　

崎

薫
氏

と
協
力
し
て
戦
っ
て
い
っ
た
。
こ

の
時
日
本
は
、
兵
隊
が
不
足
し
1
9

歳
の
兵
隊
を
繰
上
げ
徴
兵
検
査
す

る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
屈
強

な
農
村
の
1
9
歳
2
0
歳
の
兵
隊
が
、

千
人
近
く
も
旭
川
の
七
師
団
に
入

隊
し
て
い
た
軍
隊
も
準
備
さ
れ
召

集
さ
れ
て
、
７
日
以
内
に
沖
縄
に

転
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
軍
備

も
充
分
で
な
く
軍
服
を
着
せ
ら
れ

て
剣
も
な
か
っ
た
。
何
も
な
く
、

な
い
な
い
づ
く
し
で
見
苦
し
い
兵

隊
だ
っ
た
。
そ
し
て
Ｉ
週
間
後
に

は
、
沖
縄
に
参
戦
の
た
め
輸
送
船

７
隻
で
出
発
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。

広
島
か
ら
出
発
し
て
1
9
、
2
0
歳
の

兵
隊
が
何
千
人
と
集
合
し
て
い
た
。

国
の
両
親
へ
最
後
の
書
簡
を
書
け

と
言
わ
れ
、
い
よ
い
よ
、
こ
の
俺

に
も
最
後
が
来
た
な
と
思
っ
た
。

輸
送
船
の
出
発
に
当
た
り
、
船
毎

に
配
置
さ
れ
た
。
そ
の
前
に
全
員

の
健
康
診
断
が
あ
っ
た
が
、
私
は

腎
臓
病
と
診
断
さ
れ
た
。
こ
の
ま

ま
広
島
に
残
留
す
る
よ
う
に
言
わ

れ
た
。
私
と
同
様
に
病
気
を
宣
告

さ
れ
た
兵
隊
は
。
７
、
８
人
い
た
。

今
ま
で
張
り
切
っ
て
い
た
私
も
隅

の
方
に
残
さ
れ
て
、
旭
川
へ
帰
還

す
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
。

　

私
は
、
悲
し
く
も
あ
っ
た
が
、

嬉
し
か
っ
た
か
、
わ
か
ら
な
い
が
、

軍
の
命
令
の
ま
ま
旭
川
へ
同
僚
と

共
に
帰
還
し
た
。
一
方
、
広
島
か

ら
の
輸
送
船
団
は
、
７
隻
の
う
ち

４
隻
が
連
合
軍
の
潜
水
艦
に
や
ら

れ
生
き
残
っ
た
兵
隊
は
３
隻
し
か

な
か
っ
た
と
い
う
。
私
は
旭

川
へ
到
着
し
て
か
ら
、
胸
の
溜

飲
を
下
げ
た
。
「
腎
臓
病
で
よ

か
っ
た
」
。
い
っ
わ
ら
ざ
る
心

情
で
あ
っ
た
。
以
来
、
私
の
腎

臓
は
悪
か
っ
た
が
、
健
康
に
も

恵
ま
れ
て
３
人
の
子
供
も
生
ま

れ
た
。
そ
し
て
、
8
0
歳
の
年
齢

を
迎
え
た
。
ｔ
腎
臓
病
で
よ
か
っ

た
」
。
人
生
は
、
何
が
幸
運
を
も

た
ら
す
の
か
最
後
ま
で
判
ら
な

か
っ
た
。

　

私
は
、
人
生
の
幸
福
を
感
じ
、

腎
臓
病
の
治
療
に
励
ん
で
い
る
。



道腎協加盟地域腎友会組織ノ

ｍ言漸告示往往白海言言総総言言言断言説示言灰白房示談 鉄拳訃報肩

旭　川　地　方　腎　友　会
旭川淑

岩　見　沢　腎　友　会 岩見沢市

浦　河　地　区　腎　友　会 様似郡様似町

江別腎臓病患者会 069-0817 江別市野幌町代々木町81の６　　　　　　漢和会江別病院透析室内
011-382-1111

小樽後志地方腎友会 047-0032
小樽市稲穂1－3－13
　　　　小樽ライフクリこック透析室内

0134-25-3585

オホーツ　ク　賢友会 網走｢忙

北　見　地　方　腎　友　会 北見市　　　　　　　　　　　　　｜

釧　路　地　方　腎　友　会 085-0003 釧路市川北4-17　　　　　　　身体障害者福祉センター内
0154 23-6687

札幌腎癩病患者友の会
札幌市北区

腎友会滝川クリニック透析者の会073-0045
滝川｢II‘有明町２丁目4－45
　　　腎友会滝川クリニック　透析室内

0125-24-2125

千　　歳　　腎　　友　　会 千歳市

道南腎癩病患者連絡協議会
亀田郡七飯町

十　膀　地　方　腎　友　会
帯広市

苫　小　牧　腎　友　会
阿小牧淑

根　室　地　方　腎　友　会
根室市

深　　川　　腎　　友　　会 074-0005
深川市５条６番10号
　　　　　深川市立総合病院透析室内

01642-2一打01

宰　蘭　地　方　腎　友　会 〔)50-0083
室蘭市東町2－1－19
　　　室蘭市障害者総合福祉センター内

0143一45-6849

紋　別　地　方　腎　友　会
絞別邸遠軽町

夕張腎臓病友の会 夕張市

留萌地方水無人腎友会 077-0011 留萌市東雲町２丁目16番　　　　　　　留萌市立病院透析室内
0164-49-1011

稚　内　地　方　腎　友　会 097-0022 稚内市中央４丁目11#6号　　　　　　　稚内市立病院透析室内
0162-32-8134

静　　内　　腎　　友　　会
静内郡静内町

士　　別　　腎　　友　　会 095 0044 士別市東山町3029番地１　　　　　市立士別総合病院透析室内
01652 3-2166

三　　笠　　腎　　友　　会 三笠市

伊　達　地　方　腎　友　会 伊達市

富　良　野　腎　友　会
空知郡中富良野町

北海道腎臓病患者連絡協議会 001-0017 札幌市北区北17条酉２丁目21-617　　　　　　　サザンアベこュー北大101
011-747-0217

㈹全国腎臓病協議会 170 0002
東京都豊島区巣鴨１丁目20番９号
　　　　　　　巣鴨フアーストビル３Ｆ

03-5395-2631
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○ご協力ありがとうございました 平成15年２月20日現在

地方名

全　　　腎　　　協 Ｊ　　　　Ｐ　　　Ｃ

昌ﾃﾞ署　　　　名 募　　　　金 署　　　　名 募　　　　金

平成13年度 平成14年度 平成13年度 率成14年度 平成13年度 平成1何度 平成13年度 平成14年度

札　幌 15,tl23 13,814 911,023 814,095 14,413 12,861 144,240 122,646 6,504

小　樽 4,574 4,801 300,000 230,000 2,362 2,322 21,600 22,200 2,312

旭　川 4,S78 4,061 204,581 218,880 － 1.872 － － 1,764

稚　内 487 523 ０
　0

-
84,973

370 401 ０ 387

留　萌 850 568 55,230 502 480 7,100 1.000 404

道　南 2,fi35 2,5S4 101,538 93,200 － － － 1,158

苫小牧 1,850 2,600 205,400 241,200 1,488 1,670 21，300 26,800 1,000

室　蘭 1,765 1,720 169,400 117.300 350 － － 913

滝　川 304 373 43,300 50,000 186 241 3,738 11,500 136

十　勝 3,119 3,112 121.800 205,000 1,90(1 1,847 29,415 28,377 1,978

釧　路 3,840 3.420 43,025 58,100 1,708 2,081 9,100 15,600 1,781

北　見 250 981 ｎ 12,000 ０ ０ ０ ０ 513

網　走 1,150 1,679 12,370 35,402 731 760 9,350 ０ 964

夕　　彊 191 1㈹ 3-1,300 26,6nn 121 120 10,100 13,40U 188

紋　別 51n 470 25,000 32,000 451 290 15,000 14,200 60

岩見沢 504 4如 31,000 18,000 388 330 11,000 S,000 282

江　別 450 847 20,318 50,000 279 3斜 4,200 12,700 3Ⅸ）

浦　河 191 296 20,500 20,000 243 312 23,000 23,000 266

根　室 2印 180 2,000 7,600 ０ 70 ０ 39U 70

千　歳 １１ 21 ０ 2,900 11 21 ０ 3,300 ０

深　川 180 210 31,060 11,000 230 220 5,940 3,000 142

伊　達 801 751 2i,U9 35,700 213 250 ０ 6,000 255

静　内 329 420 15,700 20,000 100 210 － 160

上　別 58 160 5.000 ０ 48 110 ０ ０ 40

富良野 14 45 ０ 2,550 ４ 55 ０ 2,050 22

二　笠 78 11,000 ０ 197

合　計 44,824 44,344 2,377.794 2,427,5α） 26,098 26,907 315.0fl:3 314,063 21,7%

『募金配分割合』全腎協募金：地域腎友会50％、道腎協35％、全腎協１５％

　　　　　　　　

ＪＰＣ募金：道難病連50％、J P C30%、道腎協20％

　　　　　　　　

－は地元難病連支=部に納入

◆◆請願の流れ◆◆～署名って、届けた後はどうなっているの？～

議員が紹介

関係委員会に付託

【公報掲載】議運【公報掲載】

※この署名（全腎協）は３月27日に国会に請願されます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－19－

一争 委員会の理事会で対応を議論

４採択・●政府が請願を検討する

４保留４会期末審議未了でg廃案」

･･不採択(実際はほとんどない)



｜

事務局活動経過報告
11月７日困

ｎ月15日{耐

11月19ロ因

ｎ月20日(相

ｎ月22日ぼ

ｎ月26日㈹

ｎ月30日出

機関紙“どうじん”１校口校正

機関紙“どうじん”２紋目校正

　

「臓器不全対策推進功労者」

　

（道腎協推薦）厚労省表彰状授り･式苫

小牧保健所にて行う山目副会長出席

透析事故について全腎協へ資料を送る

　

「今月の情報」作成、発送

機関紙“どうじん”３校日校正

全腎協15年度青年交流会の打合せ事務

局にて

出席者

　

全腎協一金子、西井

　　　　

道腎協一会長、三上

　　　　

か年部一川村、占田、椿分。

　　　　　　　　　

戸川、阿部

12月1「1口

　

全腎協15年度青年交流会会場下見打合

　　　　　　

せキロロにて

　　　　　　

全腎協一金子、西井

　　　　　　

道腎協一川村、＝ト

］2月２日（川

　

2001年度血液透析患者全腎協実態調査

　　　　　　

報告書発送

12月12日附

　

機関紙‘ツうじん”91号発行、5,.ISO部

12月16日伽）「今月の情報」作成、発送

12月25日伽

　

「事務局だより」郵送

12月27口吻

　

ベーダ食品様より協賛金を送りたい旨

　　　　　　

の電話

１月６卜（月）道腎協総会苫小牧大会医療講演の先生

　　　　　　

へのご依頼にっいて

１月８日困

　

機関紙“ぜんじんきょう”瓦195発送

１月９日困

　

“どうじん”92号編集委員会

１月Ｍ日㈹

　

道庁訪問洋内事務局長

１月22口伽

　

活動状況報告用紙、各地方腎友会に郵

　　　　　　

送

１月23日困

　

「今月の情報」作成ご発送

１月28日㈹

　

「事務局だより」郵送

　　　　　　

マル障所得制限導入調査用紙郵送

１月30日㈲

　

道庁訪問葎内事務局長（３月Ｈ日の意

　　　　　　

見交換会の打合せ）

２月３日測

　

“ぜんじんきょう”声のテープ発送

　　　　　　

各地域腎友会、道腎協の活動状況を全

　　　　　　

腎協へ報告

２月７日園

　

国会請願署名用紙(43,593名分）全腎

　　　　　　

1怠へ発送

　　　　　　

25周年実態調査、各地域腎友会の集計

　　　　　　

発送
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宮
道
腎本
協
の好

　

和
氏
（
札
幌
）

役
員
と
し
て
、
昭
和
5
5

　

‐
‥
、

　

：
ハ
玉
・

　

３
・

　
　

玉
．

　

ｊ
Ｃ
．

　
　
　
　

一

　

．
庖
ふ

　

・
≒
．
．
以

　

・

　

．

　

二
Ｍ
’

　
　
　
　

躍
さ
れ

ま
し
た
．
5
6
歳
で
永
眠
さ
れ
ま
し
た
．

鈴

　

木

　

春

　

美
氏
（
深
川
）

　

道
腎
協
の
役
員
と
し
て
、
平
成
・
３

年
、
５
年
か
ら
1
4
年
迄
幹
事
と
し
て

ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
1
2
月
1
6
日
に

永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

◆
各
氏
の
ご
生
前
の
ご
活
躍
を
偲
び

　

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

　

げ
ま
す
。

２
月
2
2
日
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

6
6
歳
で
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

て
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

年
よ
り

ロ
　
　
年
迄

西
木
戸

　

隆

　

博
氏
（
北
見
）

　

道
腎
協
の
役
員
と
し
て
、
平
成
元

年
、
5
6
年
、

5
8
年
よ
り
平

成
1
2
年
迄
運

営
委
員
、
昭

和
5
7
年
次
長

兼
会
１
　
と
し

１
月
６
‐
に

り
1
0
年

迄
副
会

長
と
し

て
ご
活

躍
さ
れ

ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｒ
版
を
編
集
す
る
と
き
は
い

つ
も
ど
う
し
た
ら
未
加
入
の
方
々

に
腎
友
会
を
理
解
し
て
頂
け
る
か

悩
み
ま
す
。
「
人
工
透
析
を
受
け
て

い
る
」
「
腎
臓
を
患
っ
て
い
る
」
と

い
う
現
実
の
も
と
に
性
別
一
年
齢
・

職
業
・
思
想
・
宗
教
な
ど
様
々
に

違
う
仲
間
が
直
面
す
る
問
題
や
悩

み
を
何
と
か
し
よ
う
と
力
を
合
わ

せ
て
い
ま
す
。
き
っ
と
あ
な
た
の

お
手
伝
い
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

田

　

中

　

政

　

夫
氏
（
函
館
）

　

道
腎
協
の
役
員
と
し
て
、
平
成
元

年
よ
り
８
年
迄
幹
事
、
平
成
９
年
よ

⑩
⑩
⑧
⑩



○ご旅行期間

○ご旅行代金

平成15年５月１７日Ｕ=）～５月20日脚３油４日

お一人様

　

¶２０．０００円（道腎協会員・家族の方）

　　　　

¶２Ｓ．０００円（会員以外の方）

　　　　　　　　　　

※透析費用は別途必要となります。

　　　　　　　　　　

｡/χぺyｿyly･V｀りxyへ/XΛAA八r･八八八゛｀゛゛｀゛･゛“‾‾’・●

蕪 癩屎⑤]往往言言謙三回転]95,,｡,ﾘj]|||[2 jllN玲参漣手薄|

●

］ 5/17
　出

　　　　　　全日空06幔　　　全日空695便　　　　～貸切バス～

新千歳空港　　　羽田空港　　　山口宇部空港

　　12 、00発　　13 :30iS/14 00発　　15 35li/15 5U発

　　=-＝(山口藩庁門･瑠璃光五重塔他)一湯田温泉ホテル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(18 00頃)

-

機

内

ホ

－ﾌ‾

ル

　湯田温泉

　ホテルタナカ

山口市湯田温泉２Ｔ目8-24

TEL 083-922-6525

jj牛 5/18

　㈲

～終日’貸切バス～

ホテル一一全腎協全国大会参加（会●:釦県国際総合センター*海峡ﾒﾂｾ下関）

　（08 mm)　(09 : 00頃到着〉　　　　　　　(15: 40頃〕

　　　　　　　　　　　　　　　く午後病院にて透析）-ホテル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20 ■00頃）

ホ

ーﾌﾟ‾

ル

－

　一

門

司

－

　下　　　関

ﾎﾃﾙｳｲﾝｸﾞｲﾝﾀｰﾁｼ紆ﾙ頂

下関市竹崎町3-11-2

TEL 0832-35-2111

　　　　　-

　博　　　多

　博多都ホテル

福岡市博多区博多駅東2-M

TEL 092-441-3111

ヶド
5/19

　卯

～終日：貸切バス～

ホテルー(下関市内観光：赤間神宮、日清講和記念館･唐戸市場･海響館他}

　くひ9 00W)

　{関門橋〉=-{小倉)-(九州自動車道)-(博多：博多町ふるさと館他)

　　　(夕食中州にて会食になります)　　　　　　　(15 00頃)

ホ

－ﾌ‾

ル

福

岡

ｻﾞ5

5/20

　淘

～終日貸切バス～　　　　　　車窓

ホテル＝-一一(福岡市内観光：赤煉瓦文化館他)-一一一一一一一一

　(U9 00頃)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全日空795便
　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡空港　　　新千歳空港

　　　　　　　　　　　　　　　　　10 55発　　　　13 05着

ホ

－ア

ル

空

港

※航空機のスケジュール変更や道路事情により、行程が変更される場合がございます。

○募

　

集

　

人

　

員

　

２５名様(最少催行人員16名様)

○利用予定ホテル

　

上記日程に記載の通り

　　　　　　　　　　　

(各ホテル・旅館とも２名１部屋利用)

○申

　

込

　

締

　

切

　

平成15年４月12日出

　　　　　　　　　　　

(但し、定員になり次第締め切りとさせていただきます)

什Ｈ･ HUIIIIUII III I Nil÷十十十什十＋４十Ｈ･●→→・…→・－

〒060-0033

後

遊

　

ネットツアーズ
札幌市中央区北３条東８丁目

　

砂子ピル３階
TEL ０１１-242-7225　担当：竹田・福田

援：北海道腎臓病患者連絡協議会
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1瓶200円(税別〉内容量50ml/瓶

発売元／ベーダ食品(株)
製造元／滋賀県製薬(株)

栄養補助食品

C纏]]纏]]壽j]併⊥鑓じ)

透析を受けておられる方に多くみかけられるこれらの症状の大きな原因は、

透析により体にとって必要な栄養素までが除去されてしまうことにあります。

表示単位１瓶(SOnni)中(エ4Jﾚ・-JO.Skcal･･

ら］た､んぼ《鷹

量.‥　呂貧゛ ０

６聴ぃ‥　貿

20.9mg マガネシウ､４ 0.5mg
l

｀ﾘにご　｀｀ン 2.5mg

LlカJじニチン 50m g副殼聳言器万

ビタミ､ン郷１ lOtng

ビタミ｀ンＢ・ SOmg

゛こ１チン醸アミ｀ﾄﾞ 50mg

葉　　蒙 img ，

蝕 4.5mg

クヱン酸 250rug

カルフェロは、透析専門医の協力を得て開発された栄養ドリンク剤

です。透析により流出し、欠乏しやすいL－カルニチンと水溶性ビタミン、

鉄などの栄養素をバランスよく効果的に配合しました。

■商品ご購入･お問い合わせ

　

吸ベーダ食品株式会社團01 20-831 －1 23 (受付/平日9:0O～18:00)

　

●1箱50本入り

　

販売価格11,100円(税・送料込)内訳/商品代10.000円･送料580円･消費税520円

　

●1箱10本入り

　

販売価格2,490円(税・送料込)初めてご利用される方のためにご用意しました。

こてお届けいたします。

‥･

二



かゆみ、水分管理、冷え等でお悩みの方

　　　

１週間無料体験できます
『湯カラッと』は特許の様々な仕組みで、低い温度(40℃～50℃)の僅かな湿り気を含む温風により、
お風呂の様な水圧もなくサウナの様な熱の負担もなく、身体を芯から温め、無理なく発汗させます。
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「湯カラッと」は、全国の県腎協、県友会、難病連様でお取扱いいただき使用

　

されている会員の方々に大変好評です。（一部地域を除く）

●お部屋でテレビを見ながら簡単に使用できます。
●組立、後片付けがラクラク!

　

畳一帖分のスペースでＯＫ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‥‥
●好きなところで好きな時間に入浴。

●熱さや息苦しさのないリラックス人浴。

●熱くなく多量に発汗。

●１[可30分の入浴は

　

わずか５～９円の電気代で

　

使用でき経済的。

●体の芯まで温まり、家族みんなの

　

美容と健康に効果的。

●乾燥機能が付いて衛生的、

標準価格218,000円→117曙誓冊13 174,400円(税抜き)

月々6,000円より分割払いOK (3～３６回)

北海道腎臓病患者連絡協議会

〒001-0017

　

札幌市北区北17条西2丁目21-617

　　　　　

サザンアベニュー北大１０１

　　　

ＴＥＬ･FAX (011)747-021 7

　

世界７ヶ国特許商品

通産省許頃犯MI第81-22557り

オンキョーリブ(株)お客様相談室

　

品這０１２０－３１－８０６５まで

〒572-0028

　

大阪府寝屋川市日新町１番13号
ＴＥＬ(072)-831-8090

　　

FAX(072)-831-32S3

　　　

http://onkyoliv. onkyo. co.jp
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｜
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★ひとりひとりの力が腎友会を支えています★

　

医療費の無料化・福祉ｆ当の引きllげ・ＪＲ・航空運賃割

引等、皆様が心配なく透析を受けられたのは、地域腎友会を

始め令腎協・道腎協の行政に対する粘り強い運動の成米:です。

　

今、私達の医療と福祉制度は、政府の“痛みを伴う改･Ｗ”

の名のもとに次々と後退させられようとしています。皆様ひ

とりひとりの人会で人きな細啼哉となり、人きな力を発揮します。


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16
	page17
	page18
	page19
	page20
	page21
	page22
	page23
	page24
	どうじん
	page1

	どうじん
	page1


